
令和８年度 事業計画 

（令和８年４月１日から令和９年３月３１日） 

 

１ 基本方針 

食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律（平成２年法律第７０号）に基づき、食鳥検

査に関する事業及び食鳥処理業者、食鳥処理衛生管理者等の食品衛生思想の普及に関する事業を

行うことにより、食鳥肉等に起因する衛生上の危害の発生を防止し、もって国民の健康の保護を

図る。 

 

 

２ 事業内容 

（１）食鳥検査に関する事業 

①食鳥処理場における食鳥検査 

②検査員の技術研修 

③食鳥肉の衛生に関する指導及び調査研究 

（２）その他協会の目的を達成するために必要な事業 

 

 

３ 事業の実施 

① 食鳥処理場における食鳥検査 

食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律(平成２年法律第７０号)第１５条及び食鳥

処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律施行規則(平成２年厚生省令第４０号)第２７条に

基づく食鳥の生体検査、脱羽後検査及び内臓摘出後検査を実施する。 

※検査対象施設：年間３０万羽を超える食鳥処理をしようとする食鳥処理業者 

 

検査対象 
年間検査

日数見込 

年間検査羽数 

 （見込） 

年間検査手数料 

（見込） 

年間検査員配

置数（見込） 

３施設 802日 

時間内 12,671千羽 38,013千円 

延べ 2,156人 時間外 4,999千羽 19,996千円 

計 17,670千羽 58,009千円 

  



② 検査員の技術研修 

適正で厳格な検査技術を習得するため、各種研修会・会議等に積極的に参加するととも

に、全検査員参加による定例会を開催し、検査技術の向上と情報の共有を図る。 

 

会議等 日 程 開催地 出席者 

全国食鳥指定検査機関協議会総会 １日 東京都 
理事長  

総務部長 

全国食鳥指定検査機関情報連絡会議 １日 鹿児島県 
理事長 

検査員１名 

九州地区食肉衛生検査所協議会大会 ２日 大分県 検査員１名 

食鳥肉衛生技術研修会・衛生発表会 ２日 東京都 検査員１名 

九州地区獣医師大会・日本獣医師三学会 ２日 沖縄県 検査員１名 

九州地区鶏病技術研修会 １日 佐賀県 検査員１名 

日本獣医師会学会・（世界獣医師会大会） ３日 東京都 検査員１名 

日本獣医師会学会・年次大会 ３日 神奈川県 検査員１名 

全国鶏病技術研修会 １日 岩手県 検査員１名 

長崎地区鶏病技術研修会 １日 長崎県 検査員１名 

定例会議 毎月１回 当協会 検査員全員 

 

③ 食鳥肉の衛生に関する指導及び調査研究 

食鳥疾病予防の取組みとして、検査結果のデータを毎月処理場へフィードバックすることによ

り、食鳥の疾病予防に努めるとともに、関係業界の衛生管理体制の向上に努める。 

 

 

 

 

 



 

４ 役員会等の実施 

 

（１）理事会の開催 

◇第１回定例理事会 

日 時：令和８年５月上旬～中旬 

場 所：未定 

議 事：（１）令和７年度事業報告について 

（２）令和７年度決算報告について 

（３）令和８年度定例評議員会の招集について 

（４）その他 

◇第２回定例理事会 

日 時：令和９年２月下旬～３月中旬 

場 所：未定 

議 事：（１）令和９年度事業計画（案）について 

（２）令和９年度収支予算書（案）について 

（３）その他 

◇臨時理事会 

日 時：未定 

場 所：未定 

議 事：未定 

 

（２）評議員会の開催 

◇定例評議員会 

日 時：令和８年５月下旬～６月上旬 

場 所：未定 

議 事：（１）令和７年度計算書類等の承認について 

（２）その他 

◇臨時評議員会 

日 時：未定 

場 所：未定 

議 事：未定 

 


